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労 働 運 動 委 員 会 ニ ュ ー ス
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第90回日比谷メーデー
働く者の団結で生活と権利、平和と民主主義を守ろう

５月１日（水）
日比谷野音 １０：００～ デモ行進

演説会とビラ配布集合

９：００分（日比谷公園霞門）

秒
で
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わ
り
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・
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時
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レ
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ド
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ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
解
雇
裁
判
で
不
当
判
決

告
集
会
が
開
か
れ
た
。
弁
護
団

は
「
判
決
は
会
社
の
主
張
を
鵜

呑
み
に
し
た
も
の
で
、
争
点
で

あ
る
整
理
解
雇
四
要
件
の
判
断

は
事
実
認
識
か
ら
間
違
っ
て
い

る
。
た
だ
ち
に
控
訴
す
る
」
と

話
し
た
。
会
社
は
当
時
も
黒
字

続
き
で
人
員
を
増
や
し
て
い

た
。
こ
ん
な
不
当
な
解
雇
は
な

い
」
「
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
勝

て
る
」
「
私
た
ち
４
人
は
鉄
の

よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

力
強
く
決
意
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
地
で

行
く
よ
う
な
事
件
が
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
に
よ
る
会
社
合
併
に
伴
う
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
航
空
客
室
乗
務
員
に
対
す
る

年
の

16

整
理
解
雇
だ
っ
た
。
世
界
最
大
規
模
の
航

空
会
社
で
あ
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
、

整
理
解
雇
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
ほ
ど
経

営
が
逼
迫
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

組
合
側
（
全
労

働
者
組
合
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
分
会
）

は
、
日
本
の
労
働

法
に
違
反
し
た
解

雇
権
の
濫
用
で
、

本
当
の
解
雇
の
理

由
は
「
組
合
嫌
悪

に
基
づ
く
も
の
」

で
あ
る
と
し
て
、

東
京
地
裁
で
３
年

間
争
っ
て
き
た
。

回
の
口
頭
弁

14
論
を
経
て
迎
え
た

３
月

日
の
東
京

28

地
裁
判
決
。
春
名

茂
裁
判
長
が
一
言

「
原
告
の
請
求
は

棄
却
！
」
と
叫
び
、

そ
そ
く
さ
と
逃
げ

出
す
と
、
裁
判
官

の
背
中
に
傍
聴
席

か
ら
の
怒
り
の
「
不

当
判
決
」
の
声
が

飛
ん
だ
。
わ
ず
か

秒
ほ
ど
の
出
来

10事
だ
っ
た
。

判
決
後
、
日
比

谷
図
書
館
小
ホ
ー

ル
に
多
く
の
支
援

者
が
詰
め
か
け
報

年
安
倍
政
権
発
足
前
に
戻
す
に
は

12７
・

％
の
引
き
上
げ
が
必
要
！

16

第
２
次
安
倍
政
権
発
足
後

に
、
実
質
賃
金
の
低
下
が
は
じ

ま
っ
た
。

年
時
点
の
生
活
水

12

準
に
戻
す
に
は
、

春
闘
で
７

19

・

％
（
２
万
３
千
円
）
も
の

16
大
幅
賃
金
引
上
げ
が
必
要
だ
。

春
闘
は
大
手
産
別
の
賃
金

19
引
き
上
げ
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
賃

金
水
準
は
昨
年
を
下
回
っ
た
。

ト
ヨ
タ
の
ベ
ア
回
答
非
公
表
を

は
じ
め
Ｊ
Ｃ
（
金
属
労
協
）
の

ベ
ア
回
答
は
１
０
０
０
円
水
準

に
留
ま
り
、
春
闘
の
底
上
げ
は

な
ら
な
か
っ
た
。

例
年
に
増

し
て
、
一
時
金
、
手
当
増
な
ど

で
年
間
ベ
ー
ス
に
組
み
込
ま
れ

て
し
ま
っ
た
。
運
輸
・
交
通
な

で
は
ベ
ア
ゼ
ロ
が
続
い
た
。

賃
金
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
経

済
の
好
循
環
な
ど
あ
り
え
な
い

春
闘
の
回
答
状
況
は
昨
年

19
の
２
・

％
（
連
合
集
計
）
を

07

下
回
る
１
％
台
に
落
ち
込
む
こ

と
は
大
き
く
な
っ
た
。



安
倍
政
権
の
下
、

憲
法
改
悪
の
動
き
が

加
速
し
て
い
ま
す
。

労
働
戦
線
か
ら
、
改

憲
の
動
き
に
歯
止
め

を
か
け
る
と
き
で

す
。
安
倍
政
権
を
打

倒
す
る
と
き
で
す
。

し
か
し
、
労
働
者

階
級
の
組
織
力
は
、

困
難
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
労
働
者

の
結
集
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
全
国
の
労

働
組
合
を
母
体
に
「

ユニオンネット平和センター発足

月

日
に
し
ま
し
た
。
勝
手
連

15
か
ら
、
主
体
性
と
責
任
の
あ
る

団
体
の
設
立
に
よ
り
、
信
用
と

信
頼
も
生
ま
れ
ま
す
。
労
働
分

野
で
力
強
く
、
闘
い
を
取
り
組

む
地
域
ユ
ニ
オ
ン
の
存
在
力
を

明
ら
か
に
広
め
ま
す
。

地
域
ユ
ニ
オ
ン
が
組
織
す
る

「
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
平
和
セ
ン

タ
ー
」
は
、
労
働
分
野
で
培
っ

た
階
級
闘
争
の
下
、
「
平
和
・
人

権
・
環
境
」
の
理
念
を
遂
行

し
て
い
き
ま
す
。
平
和
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
総
評
の
平
和
運

動
を
継
承
し
、
原
水
禁
日
本

会
議
、
各
県
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
と
一
体
に
平
和
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
オ

ン
ネ
ッ
ト
平
和
セ
ン
タ
ー
」

の
加
盟
を
呼
び
か
け
ま
す
。

労
働
者
が
学
ぶ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

を
昨
年
に
引
き
続
き
開
き
ま
す
。

講
師
は
、
レ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
日

本
で
活
躍
す
る
松
原
明
さ
ん

で
す
。

労
働
現
場
の
実
態
を
拡
散

第
２
回
Ｓ
Ｍ
Ｓ
講
座

労
働
運
動
を
広
げ
る
た
め
に
学
ぼ
う

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
平
和
セ
ン
タ
ー
設
立

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
加
盟
の
呼
び
か
け

す
る
。
左
派
運
動
に
欠
け
て

い
る
ネ
ッ
ト
戦
略
で
運
動
を

広
げ
る
。
そ
ん
な
思
い
は
持

つ
も
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
苦
手
」
と

回
避
す
る
の
で
は
な
く
前
向

き
に
取
り
組
む
。

効
率
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
仲
間
と
運
動
の
前
進
が
見

つ
け
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
基
本
講
座
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
３
回
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
今
回
は
ス

マ
ホ
を
中
心
に
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
に

挑
戦
し
ま
す
。

平
和
・
人
権
・
環

境
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
「
憲
法
を
守

る
」
「
関
西
生
コ
ン

に
見
ら
れ
る
人
権
無

視
を
許
さ
な
い
」「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
立
ち

向
か
う
」
「
原
発
再

稼
働
を
阻
止
す
る
」

「
辺
野
古
新
基
地
建

設
反
対
」
「
核
の
な

い
世
界
の
実
現
」
等

々
、
労
働
者
が
平
和

で
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
の
建
設
は
絶
対

に
必
要
で
す
。
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

労
働
組
合
の
結

集
を
土
台
に
「
平

和
・
人
権
・
環

境
」
を
追
及
し

ま
す
。
安
倍
政

権
の
打
倒
を
め

ざ
し
ま
す
。

地
域
ユ
ニ
オ

ン
に
結
集
す
る

労
働
者
が
、
階

級
闘
争
と
し
て

「
ユ
ニ
オ
ン
ネ

ッ
ト
平
和
セ
ン

タ
ー
」
の
団
体

組
織
を
設
立
を
３


